
令和４年度裁判員等経験者の意見交換会
～裁判員等のみなさんの声～

徳島地方裁判所

１１月２日に、裁判官、検察官及び弁護士の出席のもと裁判員等経
験者５名に参加いただき、意見交換会を実施したよ。
裁判員等経験者から出された御意見・御感想を一部紹介するにゃ。

テーマ１ 裁判員裁判に参加しての全般的な感想

参加者１
参加する前は裁判員裁判のイメージが全くわかず、不安
だったが、専門的な部分は裁判官が丁寧に教えてくれ、と
ても分かりやすかった。

参加者４
一つの犯罪について１１人が数日にわたって真剣に議論する
というのは普段はなかなかないことだと思う。身が引き締ま
る思いだった。

参加者５
単に罰を与えるだけではなく、更生に向けた言葉を裁判官がかけ
ていたのが印象的だった。



テーマ２ 審理のわかりやすさ

参加者２ 最初、事件の概要の説明を受けたときは全く分からなかったが、写
真や図面、チャート図を用意してくれていて、とても見やすかった。
また、裁判官が法律用語を使わずに説明してくれたので、分かりや
すかった。

参加者 精神科医が証人として証言していたが、医師の説明は分か
りやすかった。

参加者４
争点がすでに整理されており、検察官や弁護士がこれから
主張しようとするものが示されていたので、分かりやす
かった。

テーマ３ 評議・判決についての感想・意見

参加者３
はじめはなかなか自分の意見が言えなかったが、評議を重ねていく
中で、最後は自分の意見が言えるようになって良かった。

参加者４ 裁判官と意見が違うと発言しにくいのかなとも思ったが、
裁判官もそれぞれ色々な意見を持っていることが分かり、
逆に自分の意見も発言しやすかった。



.

参加者５ 裁判官にとても配慮してもらい、発言しやすい雰囲気だった。自
分も色々揺れながら、最終的に納得できる結論にたどり着くこと
ができた。同じような犯罪であっても、時代とともに世間の処罰
感情は変わっていくと思うが、その思いを活かすことが裁判員裁
判の意義だと感じだ。

テーマ４ 裁判員を務める上での負担感

参加者１ 実際に人が亡くなっている事件だったので、判決を出すことについ
てはプレッシャーを感じたけれど、他の裁判員と色々話をすること
である程度リラックスすることができた。

参加者４ 大きな負担感はなかった。人が亡くなっているのか、否認し
ているのかなど、参加する事件によって負担感は大きく異な
るのかな、と感じた。

参加者５ 選ばれたときは不安だったが、事前に争点が整理されていて分
かりやすかった。

テーマ５ 裁判員を務めてよかったこと

参加者２ 性別・年齢の異なる幅広い方々の話を聞くことができ、とて
も勉強になった。裁判員を経験したことで視野が広がったと
思う。

参加者１ 実際の裁判の流れを直接見ることができて、とても勉強に
なった。なかなかできない貴重な経験をさせていただいたと
思う。



参加者４ 以前に比べ、刑事裁判に対する関心が増えたように思う。裁
判所や裁判官を身近に感じることができるようになった。

テーマ６ これから裁判員となられる方へのメッセージ

参加者３ なかなか経験できることではないので、できるならぜひ経験
してもらいたい。

参加者２ 法律を知らなくても裁判官たちが助けてくれるので、積極的に参加
してほしい。

参加者５ 参加して非常に良かった。分からなければ裁判官が助けてくれ
るし、途中で自分の意見を変えることもできるので、是非やっ
てみて欲しい。


